
 
 

【資料 1-1】本委員会での検討事項とスケジュール ＜津波浸水想定＞  
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地域海岸1 想定津波歴史津波

●：計算値

▲：痕跡値（信頼度A）

北海道南西沖地震津波(1993)

日本海中部地震津波(1983)

新潟地震津波(1964)

庄内沖地震津波(1833)

F24 F28 F30 F55 F56 F57 F60 浜田市沖合 隠岐北西沖

 

津波群グラフ 

設計津波の対象津波群 

最大クラスの対象津波群 

対象断層の津波諸元 

9 断層（9 ケース） 

➁歴史津波水位 ＜ 想定津波水位の検証 

痕跡値（信頼度Ａ） 

（地域海岸毎） 

津波浸水シミュレーション 

津波浸水想定図（素案）の作成 

津波特性の把握 
（沿岸津波高分布） 

到達時間の検討 

H24 公表値との比較 

計算条件の設定 

島根沿岸
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※H26 国の断層：7 断層 
※H24 県の断層：2 断層 

※津波 A     ※津波 B 

※複数津波の重ね合わせ（包絡線） 

計算条件の設定（海域） 

関係市町村、関係省庁協議 

  

 

浸水域 

浸水域 

浸水域 

断層 断層 

断層 断層 

想定地震の整理 

地形データ等の作成 

➂最大クラスの対象津波群（L2）の選定 

※9 断層 
（35 ケース） 
※国算出データ 

①最大津波（断層・大すべり域ケース）の抽出 

（地域海岸毎に各地点で最大津波高となる 

ケースの絞り込み） 

（て確認） 

（地域海岸の定義） 

同一の津波外力を設定しうると判断される一連の海岸線に分割したもの 

（設定の必要性） 

①津波浸水想定の最大クラスの津波（L2)の設定は地域海岸ごとに設定することが基本 

 （津波浸水想定の手引き Ver.2.00 より） 

②各地点の断層・大すべり域ケース（津波高が最大）の正確かつ効率的な絞り込みが 

必要 

➂設計津波は、地域海岸ごとに設定することが基本（国交省省令より） 

④海岸管理者が設計津波水位（L1)を前提として、海岸ごとに背後地の状況を 

総合的に考慮し、適切に堤防天端高を決定するために必要 

⑤計算期間・範囲及びコストなど実務上の観点からも必要 
※9 断層 35 ケースの大すべり域（最大値）（裏面参照） 

津波外力の整理 

9 断層（35 ケース） 

※33 ケースは 

   H26 国算出ﾃﾞｰﾀ 

 

9 断層（35 ケース） 

※33 ケースは 

H26 国算出ﾃﾞｰﾀ 

（複数津波を包絡する理由） 

津波災害警戒（特別警戒）区域への指定を想定 

⇒津波警戒避難体制の整備、一定の開発行為・建築許

可制限等 

※海域の津波水位変動の特徴は

50m メッシュでも評価できるた
め検討完了 

※津波到達時間：0.2m の海面変動

が生じる時間 
（気象庁津波注意報の基準） 

津波浸水想定図の試作 

（地域海岸３） 

津波浸水想定 

※ 第１回委員会意見対応 

※痕跡値（信頼度Ａ）をプロット 

地域海岸の本設定 

21 海岸⇒15 海岸 

仁万漁港海岸北端 追石鼻 十六島鼻 斐伊川
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津波高の沿岸分布 F24-max F28-max F30-max F55-max F56-max F57-max F60-max 浜田市沖合 隠岐北西沖
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津波高が 

比較的低い 

F57 が卓越 F24,F28,F30（日本海東縁部）が卓越 F56 が卓越 

岩礁・砂浜海岸 リアス式海岸 
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津波浸水想定図（最終案）の評価 

地域海岸の仮設定 

21 海岸 

最大クラスの対象津波群（L2）の検討 

 

※随時関係市町村、関係機関と情報共有 ※初期潮位は 

T.P.+0.5～0.7m 

※潮位は T.P.+0m 

※潮位は T.P.+0m 

津波浸水想定の公表 及び 国土交通大臣報告 （平成 29 年 2～3 月） 

平成 27 年 11 月 16 日 

（第 1 回委員会） 

平成 28 年 3 月 30 日 

（第 2 回委員会） 

平成 28 年 7～8 月頃 

（第 3 回委員会） 

平成 28 年 12 月～29 年 1 月頃 

（第 4 回委員会） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※―：対象断層 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象断層】 

 9 断層（第 1 回委員会で決定） 

 

【計算ケース】 

35 ケース 

【対象とする想定地震津波】 

（青森県沖） 

（佐渡島北方沖） 

（秋田県・山形県沖） 

（鳥取県沖） 

（島根半島沖） 

（島根県沖） 

（福岡県沖） 

隣接 LLLR 

隣接 LLRR 

隣接 LRLR 

隣接 LRRR 

隣接 LLR 

隣接 LRR 

断層の大すべり域は、H26.8 日本海における大規模地震に関する調査検討会の検討結果 

F24

F28

F55
F56F57

F60

浜田市沖

隠岐北西沖

F30

断層モデル 大すべり域

1 大すべり右側
2 大すべり左側
3 大すべり中央
4 大すべり隣接_LLLR
5 大すべり隣接_LLRR
6 大すべり隣接_LRLR
7 大すべり隣接_LRRR
8 大すべり右側
9 大すべり左側
10 大すべり中央
11 大すべり隣接_LLR
12 大すべり隣接_LRR
13 大すべり右側
14 大すべり左側
15 大すべり中央
16 大すべり隣接_LLR
17 大すべり隣接_LRR
18 大すべり右側
19 大すべり左側
20 大すべり中央
21 大すべり隣接_LLR
22 大すべり隣接_LRR
23 大すべり右側
24 大すべり左側
25 大すべり中央
26 大すべり隣接_LR
27 大すべり右側
28 大すべり左側
29 大すべり中央
30 大すべり隣接_LR
31 大すべり右側
32 大すべり左側
33 大すべり中央

34 浜田市沖合の地震 なし
35 隠岐北西沖の地震 なし

H24県

H26国

F24

F28

F30

F55

F56

F57

F60

 
Ｈ24 検討値 

（青森県沖） 

（佐渡島北方沖） 

（秋田県・山形県沖） 

（鳥取県沖） 

（島根半島沖） 

（島根県沖） 

（福岡県沖） 


